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測所にi新しい19セゾチ望遠鏡が幽來た，饗
物レンズの有効直径は186ミリ，辮占224セ
ンチF12のもので比較的短いものである・
レンズは筆者が磨いたので硝子材は英パi
ソン會杜製等曲クラウン，一門面の型であ
る．器械部は京都西村製作所で出來たもの
で蓮韓時計つきの堂々たる赤道儀である．
プアインダ1はオツトエ1製の5センチi封
物レンズのつ）・た大ファインダーと35ミリ
の小プアインダ1が付）・て居る．天艘實篤
の爲にはツァイス，テツサ1の口径11ノセ
ンチF4．5のものとダルメヤ19センチの人
像玉と2個つ）・て居る・去る昨年の12月に
据付けユ月宋から使用されて居る・
　新しい星團　赤経5時40・7分赤緯7度21分
（1855年分黒占）の黙にプラ1グのSchnellerSk
がクック製20センチカメラの長時露幽の極
原板からめて淡いi新星團を千島した．
　澄しいトロイ群の小遊星2個日昨年10月
心志にハイデルベルビ天文塁のラインム1
ト氏は工9・　30UA，　UBの2小遊星を登見した・
何れも珍らしいトロヤ群のもので（木星と
同週期を旧す）ZF均蓮：動は　UA　が298秒，
UBが309秒である．昨年には1930　BHと共
に3個のトロヤ群小遊星が見付かつたので
ある．さきにシメイスのNeuiilninが9月
2⑪日に襲碧した1930SHは装見外生はトv
ヤ群のものと思はれて居たかヒルダ群のも
のと知れた．
　小遊星Vesta小遊星で最も明るい第4號
グエスタは7月に衝になるが4月中の位置は
　月　日　赤経　 赤緯　光度　　4　S　18ff　59．Oas　一rL　80　53！　6．9．
　　4　16　19　8．9，　一18　47　6．8
　　4　24　19　17．4　一lg　43　6．0
光度は7月に6・0等になるから鏡い肉眼の
　　　　　　　　　　　　　観　　　測　　　帳
　　　　　　　　　　　　　　申　　村　　　　　要
新著麟紳肺鰭の鵬保明の酬人なら取るかも燃ない・
　　エンケ彗星　クロンメリン氏の推算は
　月　日　　赤纏　　　　赤緯
　　4119．1　十13048！　　　　9　　　1　　28、9，　　　　　15　　　44
　　　17　　　1　　51．5　　　十17　　45
　　　25　　　2　　17．5　　　　十19　　　52i　　H浸後僅かに見えるかも知れないが多分
1太陽に近いから襯払出來ないだらう．盛ん?
1に接近しつ“　thる・
　　NeujiminSW期彗星．早朝水瓶座を東北に
　動いて居るはず・4月に誰か見つけるだらう
　　薪長過期墜光星　358，1930（羊座）
　　Simeis天丈垂の二八からモスコ1で
　Parenag・夫人が襲隠したもので攣光は
　1L蝶からく15．2等である攣光要素は
　J．D．2424064十353．5H
　ハイヂルベルビ天女蔓の小遊星観測
　　小遊星観測の本山濁ハイデルベノレヒ天文
　塁の一二物理部ではラルフ皇長がッァィス
　製　71・o「センチ（焦瓢2・81米）の鳥眞鏡で事ら
　14等の微光の小遊星槻測に從事して居る・
　篇野の廣さは2・3。にし7度である・ラインム
　11・氏はブル1ス機で活動して居る・ブラ
　シア1製の穫140センチ焦黒占距離200センチ
　ペツゾル鏡玉2個に25センチのPauly屈折
　鏡のついた天艦寓眞機は能力に於て世昇有
　藪のもので原板の廣さは6度に7度一枚の
1樋星団から＿つ牝つの黒星は必ら
　ずといって差支ない程見付かる．昨年度の
　洞見数はラインムiト氏は實に10側であっ
　た．：昔使はれた16センチ双天艦窺眞機は今
　は殆んど使はれて居ない・別に同天丈毫の
　天測部にはMundler氏が33センチ屈折鏡を
　使って微光小遊星及び同天丈窒で新襲見の
　小遊星の肉眼観測を行って居る・穿1ンの
　パリザ氏の死後此方面唯一の襯測家である
